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町
民
の
感
染
者
が

増
え
る
中
、
感
染
者

の
中
傷
や
人
権
侵
害
を
な
く

す
取
り
組
み
は
。

ス
ト
ッ
プ
「
コ
ロ

ナ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
周
知

と
推
進
を
行
っ
て
い
く
。
人

と
人
と
の
絆
を
大
切
に
、
差

別
的
扱
い
、
非
難
を
な
く
す
。

国
内
旅
行
・
日
帰

り
旅
行
の
増
加
を
踏

ま
え
、
養
老
公
園
を
中
心
と

し
た
新
た
な
観
光
政
策
は
。

来
る
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
お
い
て
即
時

に
対
応
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、

観
光
復
興
の
拠
点
化
と
し
て

の
機
能
を
更
に
発
揮
さ
せ
、

新
た
な
交
流
人
口
の
獲
得
目

的
に
、
養
老
駅
・
公
園
周
辺

の
整
備
を
行
う
計
画
の
策
定

を
進
め
る
。

新
た
な
自
治
会
活

動
の
取
り
組
み
は
。

活
動
の
自
粛
に
よ

り
、
人
と
人
と
の
繋

が
り
や
地
域
の
交
流
な
ど
が

低
下
す
る
心
配
も
あ
る
が
、

引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
を

十
分
に
講
じ
た
う
え
、
活
動

を
計
画
し
て
い
た
だ
く
。

収
束
が
つ
か
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

出
来
る
こ
と
を
行
い
、
み
な
さ
ん
が
一
つ
に
な
り
コ
ロ
ナ
後

を
考
え
る
。

問答問答

答

即時に対応する

町
長

◆ 西脇 康 議員

問

アフターコロナ対応は

現
在
、
ど
の
よ
う

な
会
合
等
で
朗
唱
さ

れ
て
い
る
か
。

町
主
催
の

�を
超

え
る
会
議
、
園
や
学

校
で
の
式
典
・
行
事
。

�を

超
え
る
各
種
団
体
行
事
、
公

民
館
活
動
な
ど
で
朗
唱
さ
れ

て
い
る
。

制
定
さ
れ
た
経
緯

は
。昭
和

�年
３
月
、

町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
総
会
に
て
、
町
民
憲
章

の
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み

を
決
議
し
た
。
１
「
明
る
い

家
庭
づ
く
り
、
町
づ
く
り
」

２
「
美
し
い
自
然
と
町
民
の

健
康
保
持
」
３
「
社
会
福
祉

の
建
設
と
人
権
の
尊
重
」
の

３
つ
の
柱
を
も
と
に
、
各
団

体
で
討
議
が
重
ね
ら
れ
、
昭

和

�年
２
月
に
草
案
の
承
認
。

同
年
３
月
に
制
定
さ
れ
た
。

町
民
一
人
ひ
と
り

の
願
い
を
反
映
し
た
、

全
町
民
に
対
し
て
ス
ト
レ
ー

ト
な
言
葉
へ
の
文
言
の
見
直

し
は
。

町
の
歴
史
や
あ
ゆ

み
に
ふ
さ
わ
し
い
、

養
老
町
ら
し
い
文
言
で
あ
る
。

町
民
憲
章
に
込
め
ら
れ
た
尊

さ
や
深
い
意
味
の
浸
透
が
、

ま
だ
十
分
で
は
な
い
。
よ
り

皆
様
に
愛
さ
れ
る
町
民
憲
章

と
な
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で

い
く
。

制
定
か
ら

�年
近
く
経
つ
養
老
町
民
憲
章
。
時
代
に
則
し
、

全
町
民
、
一
人
ひ
と
り
の
願
い
を
反
映
し
た
文
言
へ
の
変
更

の
有
無
を
問
う
。

問答問答

問答

現状維持で思いを浸透させる

町
長

◆ 清水由美子 議員

町民憲章の文言見直しは

臨
時
会
・
定
例
会

委
員
会
報
告

意
見
書
・
審
議
結
果

一
般
質
問

交
流
会
報
告

子
ど
も
議
会

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た 2021.2.1 ようろう議会だより №151 ６

◆ 水谷久美子 議員

命と暮らしを守る予算編成を

全職員が住民生活第一を自覚

町
長

４
月
以
降
、
公
式

行
事
の
中
止
・
縮
小

な
ど
で
生
じ
た
不
用
額
や
予

算
執
行
率
は
。

約
７
千
万
円
で
執

行
率
は
、

�・
６
％
。

町
税
の
減
収
が
予

想
さ
れ
る
が
歳
入
全

体
の
見
通
し
は
。

国
の
支
援
を
活
用

し
、
既
存
事
業
の
見

直
し
・
経
費
の
圧
縮
・
一
部

基
金
の
活
用
も
検
討
す
る
。

一
般
財
源
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、
全
事

業
の
投
資
・
経
常
的
経
費
が

明
確
な
る
包
括
予
算
制
度
の

導
入
は
。

令
和
２
年
度
予
算

の
編
成
か
ら
各
部
局

に
主
体
性
と
自
主
性
を
持
っ

た
予
算
編
成
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
の
実
績
や
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組

み
は
。

飛
騨
牛
や
世
界
的

ブ
ラ
ン
ド
の
ス
ポ
ー

ツ
用
品
が
大
き
な
魅
力
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
寄
附
金
の
減
少

が
予
測
さ
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
、
終
息
す
る
こ
と
な
く
全

て
の
面
で
深
刻
な
状
況
下
に
あ
る
。
い
か
に
歳
入
を
確
保
す

る
か
の
行
政
手
腕
が
求
め
ら
れ
る
。

答 問問答問答

ふるさと納税寄附金受入実績

年
末
年
始
に
お
け

る
町
内
飲
食
店
へ
補

償
と
セ
ッ
ト
の
時
短
要
請
の

考
え
は
。

前
回
同
様
、
県
と

歩
調
を
合
わ
せ
対
応

し
た
い
。

年
末
年
始
の
医
療

体
制
と
町
民
へ
の
周

知
は
。

養
老
郡
医
師
会
を

通
し
当
番
医
を
決
め

て
い
る
。
ま
た
、
年
末
年
始
、

保
健
所
の
「
受
診
・
相
談
セ

ン
タ
ー
」
も
開
設
し
指
定
病

院
と
の
連
携
も
図
ら
れ
て
お

り
、
更
な
る
啓
発
に
努
め
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
・
抗

原
検
査
の
保
険
適
応

の
正
し
い
知
識
が
伝
わ
っ
て

い
な
い
が
。行
政
検
査
と
自
主

検
査
へ
の
情
報
が
錯

綜
し
て
お
り
広
報
誌
や
Ｈ
Ｐ

で
提
供
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
の

教
室
児
童
数
は
、

�

人
が
適
切
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
対
応
も

含
め
少
人
数
学
級
の
検
討
は
。

少
人
数
学
級
は
、

町
費
単
独
で
の
実
現

は
難
し
い
が
、
引
き
続
き
、

国
や
県
に
要
望
し
て
い
く

県
は
、

�月

�日
「
年
末
・
年
始
に
向
け
た
第
三
波
の
拡

大
阻
止
」
の
緊
急
対
策
を
公
表
し
た
。
医
療
福
祉
・
社
会
経

済
変
容
対
策
へ
の
町
独
自
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

町独自のコロナ対策検討は

答 問問答

問答

答 問

県と歩調を合わせ検討する

町
長

他
に

「
病

児
・

病
後

児
保

育
に

つ
い

て
」

の
質

問
も

し
ま
し
た
。

問答

臨
時
会
・
定
例
会

委
員
会
報
告

意
見
書
・
審
議
結
果

一
般
質
問

交
流
会
報
告

子
ど
も
議
会

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た


